
（別紙３）

～ ２０２５年　１１月　３０日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ ２０２５年　１１月　３０日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容をさらに工夫していく。

2

情報共有を密にし、引き続きプログラムが

固定されないようにしてく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

トイレや食、箸の使い方等の情報をしっかりとしていくこと

で、支援の質を高める。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

園との連携が不足している。 支援会議以外で、園と情報を交換する機会が作れていない。

理学療法士が常駐しており、専門的な視点を盛り込ん

だ支援ができる。

専門的な視点から分析した内容を

具体的に必要な動きに落とし込みをしたうえで

職員間に共有することで、毎日の活動に反映させてい

る。

体験型プログラムが充実しており、様々な体験ができる。 プログラムが固定化しないよう、職員間で連携し

情報収集、プログラムの決定を行っている。

○従業者評価実施期間
２０２５年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　１２月　１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児 童 発 達 支 援

○事業所名 千曲あわさ教室

○保護者評価実施期間
２０２５年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


